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作成したマニュアル

「貧困地域における労働集約型簡易舗装工事の持続的な自立実施支援事業」

•フェーズ1マニュアル（2014）
Manual on Labor-intensive type Pavement Works for 
Low-traffic-volume Roads (英語・緬語）

•フェーズ2マニュアル（2018）
• Manual on Pavement Works Using Hot Mix Asphalt and 

Ready-mixed Concrete（英語・緬語）

•フェーズ2施工手引き（2019）
Handbook on Pavement Works（英語→緬訳中）



マニュアル作成の目的

「貧困地域における労働集約型簡易舗装工事の持続的な自立実施支援事業」

•フェーズ1マニュアル（2014）
地⽅部の⼈⼒舗装によるネットワーク構築促進
→災害対策、雇用対策・・・・・喫緊の課題に対応

•フェーズ2マニュアル（2018）
機械施⼯による⾼級舗装︓国道など根幹ネットワーク構築
品質管理やバッチ式Asプラント・・・将来を⾒据えたマニュアル

•フェーズ2施工手引き（2019）
現場技術者向けの施⼯⼿順書︓普及を促進させるため



【フェイズ1】マニュアルのコンセプト

「貧困地域における労働集約型簡易舗装工事の持続的な自立実施支援事業」

•【浸透式マカダム舗装】を対象

•モンゴルプロジェクトの好例を展開

•簡易舗装要綱（S53）をベース

•設計・施工を中心に記述（CBR-TA法）

•ミャンマーでの施工経験や慣習も加味

•軟弱地盤対策も記載

•試験施工を通じてマニュアルを整備



【フェイズ1】試験施工での検討内容

「貧困地域における労働集約型簡易舗装工事の持続的な自立実施支援事業」

•設計法の検証
CBR-TA法とRoad Note21のカタログ断面の比較

•浸透式マカダム舗装の等値換算係数
0.5 or 1.0 →0.67で暫定

•ストアス/乳剤の散布量
⽇本の基準と同等で対応︓ストアス 0.7-0.9㍑/m2

乳剤1.0-1.2㍑/m2



【フェイズ1】マニュアルの内容①

「貧困地域における労働集約型簡易舗装工事の持続的な自立実施支援事業」

•構造設計→日本のTA法を導入
CBR-TA法 ：信頼度50%の式を掲載

CBRや交通条件に応じた構造設計を可能にした。

・設計輪荷重
設計輪荷重を解説しTA法で設計する場合の換算式を掲載
ミャンマ－ 40kN → ⽇本 49kN

•軟弱地盤対策
CBR<2を軟弱地盤と定義、改良を推奨



【フェイズ1】マニュアルの内容②

「貧困地域における労働集約型簡易舗装工事の持続的な自立実施支援事業」

•測量
⽔準測量や丁張を解説。（ミャンマーには丁張がなかった）

•土工/排水工
• 開渠排⽔や暗渠排⽔を記載（雨季対策）

•路肩工
ハードショルダー（⾞道相当）
アースショルダー（歩道相当）を記載



【フェイズ1】マニュアルの内容③

「貧困地域における労働集約型簡易舗装工事の持続的な自立実施支援事業」

•施工機械
使用機械の写真を掲載

•施工計画
サイクルタイムを解説、計算式を掲載

•施工
写真付きで各⼯種の⼿順事を細かく記載
（⼟⼯、路床⼯、路盤⼯、表層⼯）



【フェイズ1】マニュアルの内容④

「貧困地域における労働集約型簡易舗装工事の持続的な自立実施支援事業」

•試験施工報告書を添付
施工・品質管理の手順を写真で解説→手引書として

•CBR-TA法の設計例を添付
解説に加え、計算例を掲載

•軟弱地盤対策
軟弱地盤における路床改良の
考え⽅を示した。



• 英語・緬語併記のマニュアル

• 試験施工での検討事項を反映

• 試験施工報告書を付録に添付

⇒その後約2年で前後44マイルを独自整備

⇒村が発展し活性化した。

【フェイズ1】マニュアル作成の成果

「貧困地域における労働集約型簡易舗装工事の持続的な自立実施支援事業」



【フェイズ2】マニュアル作成のコンセプト

「貧困地域における労働集約型簡易舗装工事の持続的な自立実施支援事業」

•As舗装（国道）、Con舗装（州道/国道）
の設計施工に関するマニュアル

•日緬間のAs/Con舗装の基準類を比較検討

→不足部分を日本技術で補いつつ融合

•使用材料の品質管理/製造管理を重点記載



【フェイズ2】マニュアル作成のコンセプト

「貧困地域における労働集約型簡易舗装工事の持続的な自立実施支援事業」

•対象とした道路区分



【フェイズ2】試験施工での検討内容

「貧困地域における労働集約型簡易舗装工事の持続的な自立実施支援事業」

•Con舗装の設計断面比較

緬国設計法と日本設計法の比較検討

•生コン/Asプラントでの品質管理を確認

•As/Coｎ舗装の施工方法指導



【フェイズ2】マニュアルの内容①

「貧困地域における労働集約型簡易舗装工事の持続的な自立実施支援事業」

・構造設計

アスファルト舗装
信頼度75％、90％のTA計算式を記載

TA＝3.84N0.16/CBR0.3 (信頼度90% ) 

TA＝3.43N0.16/CBR0.3 (信頼度75% )

セメントコンクリート舗装
日本の経験的設計法と緬国の設計法(RN29)を併記



【フェイズ2】マニュアルの内容②

「貧困地域における労働集約型簡易舗装工事の持続的な自立実施支援事業」

【加熱アスファルト舗装】

•加熱アスファルト混合物
2.36mm通過量を規定

７号砕石の使用を記載

•配合設計/混合物性状
WT試験による耐流動性評価を記載



【フェイズ2】マニュアルの内容③

「貧困地域における労働集約型簡易舗装工事の持続的な自立実施支援事業」

【加熱アスファルト舗装】

•バッチ式プラントによる製造を記載

•プラント製造手順を記載
プラント検査→試験練り→現場配合の決定



【フェイズ2】マニュアルの内容④

「貧困地域における労働集約型簡易舗装工事の持続的な自立実施支援事業」

【加熱アスファルト舗装】

•運搬
必要な大型ダンプ車台数の計算式やダンプ運搬における
留意点を記載

•施工
機械施工と人力施工を記載



【フェイズ2】マニュアルの内容⑤

「貧困地域における労働集約型簡易舗装工事の持続的な自立実施支援事業」

【セメントコンクリート舗装】

•材料規定

緬国では曲げ強度規定がない

→立方体圧縮強度に換算し記載

対象交通量 コンクリートの品質

強度 スランプ

大型車が走行する
道路

RoadNote29法 設計基準立方体強度28MPa*1 スランプ8cm 程度

JRA-Empirical Method 設計基準立方体強度39MPa*2

軽車両以下しか走
行しない道路

JRA-Empirical Method 設計基準立方体強度
18MPa*3

スランプ8cm、または
12cm 程度



【フェイズ2】マニュアルの内容⑤

「貧困地域における労働集約型簡易舗装工事の持続的な自立実施支援事業」

•セメントコンクリート舗装

•目地構造や目地割の例を解説



【フェイズ2】マニュアルの内容⑥

「貧困地域における労働集約型簡易舗装工事の持続的な自立実施支援事業」

•製造/運搬/施工



【フェイズ2】マニュアルの内容⑦

「貧困地域における労働集約型簡易舗装工事の持続的な自立実施支援事業」

•使用機械



【フェイズ2】マニュアル作成の成果

「貧困地域における労働集約型簡易舗装工事の持続的な自立実施支援事業」

• 英語・緬語併記のマニュアル

• 試験施工での検討事項を反映

• 品質管理に重点

緬語でも作業員や現場技術者に浸透していない

→施工手引書の必要性を確認



【フェイズ2】施工手引書のコンセプト

「貧困地域における労働集約型簡易舗装工事の持続的な自立実施支援事業」

•2編のマニュアル作成から感じたこと

①プラント/現場での施工手順や管理方法に関す
る技術書がない

②管理者向けの技術基準だけでは移転技術の浸
透・普及には不十分

③ミャンマーでの施工事例として試験施工の結果
や感じた点を伝えるべき。

⇒施工手引書として作成



【フェイズ2】施工手引書の内容①

「貧困地域における労働集約型簡易舗装工事の持続的な自立実施支援事業」

• 目次

• 1. 準備工

• 1.1 施工計画の立案

• 1.2 測量・調査

• 1.3 丁張の設置

• 2. 土工

• 2.1 盛土工

• 2.2 切土工

• 3. 路盤工

• 3.1 セメント安定処理路盤工

• 3.2 粒状路盤工

•

• 4. 表層工

• 4.1 浸透式マカダム舗装工

• 4.2 アスファルト舗装工

• 4.3 コンクリート舗装工



【フェイズ2】施工手引書の内容②

「貧困地域における労働集約型簡易舗装工事の持続的な自立実施支援事業」

•1.準備工
施工計画

測量

丁張

道路丁張



【フェイズ2】施工手引書の内容③

「貧困地域における労働集約型簡易舗装工事の持続的な自立実施支援事業」

•2.土工

 

10. Hard shoulders 

Check items 

Test physical properties of 
materials to use, and inspect & 

service machines to use 

Yes 

No 

Status of water content in the 

soil of the original ground 

Amount to unload and unloading 

intervals 

Number of rolling passes 

Visual (proof rolling) and 

dynamic penetration test 

Is the drain slope properly set? 

5. Spread & forming 

7. Compaction 

3. Scarify the original ground, 

sprinkle with water 

4. Deliver & unload 

embank materials 

8. Inspect 
(within ±5 cm) 

9. Confirm bearing capacity 

Construct base course and 

surface course 

11. Earth shoulders 

Completion 

1. Materials and machines to 

prepare 

2. Underdrainage 

6. Spread lime, mix, 

and forming 

No 

盛土工

品質管理



【フェイズ2】施工手引書の内容④

「貧困地域における労働集約型簡易舗装工事の持続的な自立実施支援事業」

•3.路盤工
セメント安定処理路盤工

品質管理



【フェイズ2】施工手引書の内容⑤

•4.表層工
浸透式マカダム工法 品質管理

「貧困地域における労働集約型簡易舗装工事の持続的な自立実施支援事業」



【フェイズ2】施工手引書の内容⑥

•4.表層工
アスファルト舗装工

「貧困地域における労働集約型簡易舗装工事の持続的な自立実施支援事業」

品質管理



【フェイズ2】施工手引書の内容⑦

•4.表層工
コンクリート舗装工

「貧困地域における労働集約型簡易舗装工事の持続的な自立実施支援事業」

品質管理

ダウエルバー



課題と対応

「貧困地域における労働集約型簡易舗装工事の持続的な自立実施支援事業」

•マニュアルの活用
今回のプロジェクトで作成されたマニュアルが今後、緬国の舗

装工事で実際に用いられることが重要

•標準仕様書への記載
緬国建設省に対して、建設省が発注する舗装工事の仕様書に、

今回作成したマニュアルを参考にすることを記述してもらうよ

強く要請したとこロ、既存のASSHOTOの記述に併せて特に

材料、施工、品質管理に関して今回作成したマニュアル等を参

照することを了解した。



課題と対応

「貧困地域における労働集約型簡易舗装工事の持続的な自立実施支援事業」

•現地技術者研修への適用
来春から、緬国建設省が行っている、現場技術者への研修に、

今回作成したマニュアル等を対象にした研修コースを始め、そ

の研修の講師陣への現地指導を日本の専門家が事前に行うこと

となった。。


